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シティズンシップ教育と歴史学習の可能性

ーブラジル移民の歴史からとらえ直す現代社会ー

愛知県立一宮高等学校

教諭 堀田 剛史

１ はじめに～シティズンシップと歴史学習～

高等学校の歴史学習の現状は，教師の発言や教科書の記述を唯々諾々と受け入れ，知識獲得（語句

の記憶競争）に偏重した感が強い。歴史を単なる「過去の事実」としてのみとらえられた（記憶され

た）知識は，広がりに欠け継続性に乏しい。現在の歴史学習に，「今（現代日本社会）」との接点を

指向する姿勢は希薄である。

【図１ シティズンシップ教育における歴史学習の役割】 めまぐるしく変化する世界情勢

の中，シティズンシップ教育との

かかわりにおいて歴史教育が担う

べき在り方は何か。それは現代社

会の抱える課題と接点を持ち得る

テーマを選定し，教材化すること

である。学習活動の過程において

獲得された歴史知識が，生徒にと

って「現在につながっているもの」

「現状及び未来を考える重要な材

料」として位置付けられる「生き

た知識」となることが，シティズ

ンシップ教育における歴史学習の

重要な役割である（【図１】）。そ

して，先の観点に基づいてテーマ

を選び，「意識」「行動」に発展

させていく力を育成できるように

教材化することが重要である。そ

の場合，学習過程においてどのよ

うに知識が獲得されたか，将来の

行動につながる課題を設定できた

かが鍵になろう。

２ 研究の方法と目的～近現代史の可能性～

シティズンシップ教育と日本史学習の関連について検討するに当たり，幕末期の開国を境に大きく

二つの時代に分けて考えたい。開国以前の前近代においては，「法（ルール・規範）」の獲得・強制

の歴史的変遷を概観しつつ，生徒にとって「生きた知識」の獲得と意識・スキルの育成を図ることが

可能である。前近代における歴史観には「自己の支配権を強制する（正当化する）側」と，一般民衆
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などに代表されるところの「支配される側」といった構図が強く作用する。しかし 10 世紀の尾張国

郡司百姓等解文や室町時代における惣掟の成立など，時代が下るにつれて徐々にではあるが歴史観形

成の主体的役割を民衆等が果たす側面が垣間見られるようになる。そういった歴史的変遷・変化を通

して歴史的視野を広げつつ，シティズンシップ育成の可能性を探ることが可能である。

もう一つは，欧米列強諸国との接触を深める開国以降である。急速に進められた近代国家形成のプ

ロセスにおいて，憲法制定・選挙制度・議会政治・教育制度などシティズンシップと大きくかかわる

場面や課題を設定し，公的・社会的な分野での活動に必要な知識の構築及び判断・実行できる資質の

育成を図ることが可能である。現代社会との接点・類似点が見いだしやすい開国以降においてこそ，

社会システムへの参画についての資質・能力を育成する上で多大な可能性があると考える。

以上の観点に基づいて，今回の実践の目的を続く２点とする。一つは「授業実践Ⅰ」を通してシテ

ィズンシップに関する歴史学習の具体例を示すとともに（現代社会の抱える課題と接点をもちうるテ

ーマを選定し教材化する），生徒の「意識」変化を検証することで，新たな歴史学習の在り方（「意

識」「行動」に発展させていく力を育成するための歴史学習）を探る。第二点として，「授業実践Ⅱ」

では生徒のアンケート結果を数値化し，シティズンシップ育成における歴史学習の効用と，歴史意識

の重要性について検証することを目指す。

３ 授業実践Ⅰ（授業実践とアンケートの実施及び考察）

【図２ 我が国の抱える問題と移民政策との関連】

(1) 日系外国人と日本の労働事情

公民科では在住外国人と日本人との多様なトラブルや異文化コミュニケーションなどの問題は，「共

生社会の形成」という視点でとらえることが多い。また地理分野では日本の経済動向と労働人口の減

少を背景に，世界的な人口移動の視点から考察させる傾向が強い。そこで今回の実践では在住外国人

問題の根底に潜む歴史的経緯を取り上げながら，テーマ学習の手法を活用した教材化について取り組
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むこととした。また同時に「現在・過去・未来」の時間軸を据えた構成を図りつつ，今日の日系外国

人社会に対する理解を深めながら，将来，目指すべき共生社会と移民政策について，生徒自身が考察

・立案することを目指す。

1980 年代以降，特に 80 年代末から 90 年代初頭ではバブル経済を背景に日本における外国人登録

者数は大きな伸びを示している。また国別にみれば，登録者数の多くを占めた韓国人・朝鮮人が減少

傾向なのに比べ，中国人・ブラジル人などニューカマーといわれる人々の伸びは著しいものがある。

それらの動向の背景には，20 世紀初頭に始まる日本の経済停滞によるところの国外への移民政策の

推進や，戦前における日本の大陸進出と植民地政策の影響，80 年代以降のバブル景気に代表される

景気動向とそれに伴う労働者政策，また日本の抱える人口動態に関する問題点（高齢化社会の到来と

就業者人口の減少）等，多種多様な課題が潜んでいる。

歴史的に日本人の海外移住はハワイ・アメリカ移民に始まり，続くブラジル移民・満蒙移民など，

当時の経済状況と密接な関係をもちつつ，世界情勢など多彩な社会的背景の基に展開された。2008

年は日本人のブラジルへの移民 100 周年にあたるが，100 年前のこの地への移住が最近十数年に渡っ

て顕在化した日系外国人住民と日本人住民とのトラブルや問題点の端緒でもある。両者の共生・異文

化理解をはじめ，少子化問題，労働人口の減少，高齢化社会の到来など 21 世紀の日本の抱える多様

な問題は，これから採るべき移民政策と密接に関連している（【図２】）。

(2) 単元計画

ア 学習内容 テーマ学習「ブラジル移民の歴史から現代日本を考える」

イ 学習目標 ブラジルへの日本人移民の歴史に関する学習を通して，歴史を「現在につなが

っているもの」「今を考える重要な材料」ととらえる生徒の視野を育成するのと

同時に，未来を模索するための指標と位置付けられるようにする。またこれらの

歴史知識を「現在及び未来に生かすべきもの」と意識し，「行動」に発展させて

いく能力を育成する。

ウ 単元計画 第１時限 ブラジルについて考える～ブラジル移民の歴史～

第２時限 共生社会を目指して～移民政策の策定～

時数 視点と学習内容 ねらい

現在からの視点：日系ブラジル人と日本社会

提示された新聞記事やデータなど諸資料から（資料 テーマ学習の導入部として，日系社

①②③として一部提示），外国人登録者数の増大と多 会の現実を把握し，ブラジルと日本

様化，生活習慣の差異に基づくトラブルの頻出，移民 の歴史的関係を考える端緒とする。

者の国別構成及び不況下での失業など日本における日

第 系人社会の実態について知る。中でも昨今急増中の日

１ 系ブラジル人に焦点を当てて考察を深める。

時

限 過去からの視点：ブラジル移民の歴史 【知識】【意識】

プリント学習を通してブラジル移民の歴史を概観し 一連の学習を通して，歴史を「現在

つつ，過去の移民政策の背景に両国経済動向が大きく につながっているもの」「今を考え

作用していることを知る。また移民先での苦難と共生 る重要な材料」ととらえる視野を育

の難しさを歴史的事実として認識する。 成するのと同時に，未来を模索する

ための指標と位置付ける。
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未来への展望：未来の移民政策についての展望 【スキル】【意識】

第 インターネットや新聞記事などを通して外国人労働 先時に獲得した歴史知識を「現在及

２ 者にかかわる課題・問題点を把握しつつ，グループで び未来に生かすべきもの」と意識し，

時 の意見交換を行いながら外国人労働者の受け入れにつ 「行動」に発展させていく能力をは

限 いての是非や具体的な政策に関して一層の考察を深 ぐくむ。

め，今後採るべき日本の移民政策について自己の意見

をまとめさせる。

【資料１ 毎日新聞社許諾済み 2009/02/02】 【資料２ 中日新聞社許諾済み 2008/11/21】

【資料３ 中日新聞社許諾済み 2008/11/08】
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(3) 単元の評価計画

ア 第１時限 ブラジルについて考える～ブラジル移民の歴史～

評価の場面 能力 評価の観点 評価規準 評価方法

評価１ 【知識】 知識・理解 ・ワークシート①の空欄に記入 ワークシート①

公的・社会的な する語句について積極的に考

分野での活動に 察を行うことができ，該当国 定期考査

必要な知識 として「ブラジル」を書き込

むことができる。

・外国人登録者数に占める日系

ブラジル人の多さとその理由

について，居住地域・職種な

どから想定できる。

評価２ 【知識】 知識・理解 ・既習の知識を背景に，明治期 ワークシート②

経済分野での活 の税制や農民の窮乏，昭和初 定期考査

動に必要な知識 期の経済混乱に関する空欄補

充を行うことができ，移民政

策と経済状況とが密接に関連

していることが理解できる。

・日本人移民のブラジル生活で

の辛苦を現代の共生社会の抱

える問題点と重ねて認識でき

る。

評価３ 【意識】 関心・意欲 ・ブラジルへの日本人移民の苦 ワークシート②

他者との関わり ・態度 難について考察し，現代の日 生徒との質疑応

に関する意識 系ブラジル人との共生社会の 答及び，ワーク

形成や在り方について，強く シート③

関心をもつことができる。

イ 第２時限 共生社会を目指して～移民政策の策定～

評価４ 【スキル】 思考・判断 ・生徒が持参した資料を必要に 机間指導と生徒

他者と共に社会 応じて使用し，グループでの 観察

の中で，自分の 討議を通して積極的に意見の

意見を表明し， 交換を行いつつ，外国人労働 ワークシート③

他人の意見を聞 者についての多様な考えを知

き，意志を決定 る。

し，実行するた ・先時に学習した移民の歴史的

めのスキル 経緯を踏まえた上で，論理性

があり実行可能な将来に採る

べき移民政策を立案できる。
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(4) 学習指導（第１時限・「ブラジルについて考える～ブラジル移民の歴史～」）

学習内容 学習活動 指導上の留意点 評価の場面

現代社会の抱え ・ワークシート①に示さ ・プレゼンテーションソフ 評価１

る課題 れた資料に沿って，各 トを併用し，資料を提示

日系ブラジル人 設問（Ｑ１～３）の空 する（以下も随時使用す

導 移民 欄を埋めていく。 る）。

・日系ブラジル人移民の増

大の契機に出入国管理法

入 改正（1990）があること

を強調し，日系ブラジル

15 人移民と日本の政策・経

分 済動向に密接な関係があ

ることを示唆する。

歴史から学ぶブ ・ワークシート②（移民 ・以前の歴史学習の復習（明 評価２

ラジル移民史 史逆年表）を使用し， 治期の税制や経済動向な

教師の指示に従って考 ど）を兼ねながら，考察

察や空欄補充を行いつ 及び空欄補充をさせる。

つ，ブラジルと日本の ・移民に際して，両国の経

関係（移民の歴史）に 済動向（特に 1920 年代の

ついて学習する。 不況）が大きくかかわっ

展 ている点に留意する。

・1930 年代～終戦期の移民

の苦難の歴史について簡

開 略に触れる。

・ブラジルへの日本人移 ・日本が行った植民地政策 評価３

民の苦難について考察 との比較を行い，「共生

しつつ，現代の日系ブ 社会」確立のための問題

ラジル移民との共生の 点を想起できるように留

在り方について考える。 意する。

40 ・日本人のブラジル定住に

分 際して何が重要だったか

を考察させ，質疑応答を

通して生徒の意見を聞く。

ま まとめと次時の ①既習の学習内容を踏まえつつ，この時間に学習考察した内容について

と 予告 まとめる。

め ②次時の課題として，新聞報道やインターットなど使用して，日本と在

10 住外国人にかかわる情報を１つ持参するよう指示する。

分
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【ワークシート①】
図１ 図２

A

Ｑ１ 図１では 1980 年代末から 1990 年代初頭にかけて，日本における外国人登録者の急増がみら
れる。この背景について述べた下記の文章の空欄(あ)～(え)に適する語句を入れてみよう。

当時の日本は（ あ ）景気とも呼ばれる経済膨張が著しい時期で，多くの労働力が必
要とされた。これを受けて政府は（ い ）法を 1990 年に改正し，（ う ）人につい
ては職種による制限無しに国内で就労できるようにした。また開発途上国の経済発展の
指導者育成を目的とした（ え ）制度も労働力を確保できるよう規制を緩和した。

あ（ ）景気 い（ ）法
う（ ）人 え（ ）制度

Ｑ２ 図２において，「韓国・朝鮮」の人達が数多く日本に居住する理由を，日本と韓国・朝鮮と
の歴史的経緯に基づいて説明してみよう。

Ｑ３ ①図２中の「Ａ」（折れ線グラフ▲）には，下記の表中の「Ａ」と同じ国名が入る。「Q １」
に示した文章を参考に適する国名を記入しよう。

②下図中のア～ウにはそれぞれ，愛知県・大阪府・東京都の都府県名が入る。愛知県が入る
のはどれか。また愛知県における出身国の構成の特色とその要因について「Q １」に示し
た文章を参照しつつ、考えてみよう。

A
A

ア

イ

ウ

Ｑ４ 現在ブラジルには，全人口の約１％弱にのぼる約 140 万人の日系人が住んでいます。なぜブ
ラジルに多くの日系人が住んでいると思いますか。ポスターを参考に，下記の質問事項①～
④を参考にしながら考えてみよう。

①いつごろのものか？
②何を持っているか？
③何を呼びかけているのか？
④なぜ南米（ブラジル）なのか？

なぜブラジルに多くの日系人が住んでいるのか？
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【ワークシート②：ブラジルと日本】

ブラジル 日本

現在

＊ 1973 年 最後のブラジル移民船の出港 1973 石油危機

戦後 ＊敗戦後の荒れ果てた日本の様子を知り，戦後ブラジルに 1951 日本独立

定住してゆく決心をした日本人移民は，子供たちの教育に 1950 朝鮮戦争

力を入れるようになり，多くの二世・三世が大学に進学し，

医者やエンジニアなど高学歴者を輩出。国会議員や市長な

どという重職に就く日系人もでて，「勤勉で正直」という

高い評価をブラジル人から受ける。

1945 年 日本の敗戦 ← ブラジルが日本へ宣戦布告

1941 年 日本人移民制裁措置（日本語の使用禁止・一部資産の接収）

戦中 1937 年 ブラジルと日本の国交断絶

1937 年 出稼ぎ移民に対する反感から，新たな移民の数を制限する法律と，外国語（日本人にとっては日本語）を教え

ることを制限する法律ができる。

ブラジル移民の奨励 深刻な大不況と失業者の増大

1930 12,985 人 1930 年：（ ）

1929 15,098 人 1929 年： 世界恐慌

1928 10,252 人 1927 年：（ ）

1927 8,072 人 1923 年：（ ）

昭和 1926 7,832 人 1920 年：（ ）

1908

明治維新以降の日本（余剰労働力の発生）

1888 奴隷制の廃止

バブル経済

「３ｋ」職場を中心に人手不足となる

80年～代 ブラジル経済

好況ながらも急速なインフレにさいなまれ，

生計をたてるために海外に出稼ぎ者が激増。

高度

経済

成長

日系ブラジル人

日本出稼ぎ者の増加

1908 日本人のブラジル移住の開始
1907 アメリカ 日

本人移民禁止

コーヒー栽培好景気により

コーヒー園での労働者不足
なぜか

世界同時不況

派遣切り

移

民

の
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(5) 実践結果

2008 年 11 月末に本校３年生（普通科・文系）に対して，授業を実践した。プレゼンテーションソ

フトを併用したこともあり，平常の講義中心の授業とは違い生徒の積極的な姿勢・発言が目立つ授業

内容であった。ワークシート①においては，グラフなどの読み取りと日常生活での経験から「ブラジ

ル」を導き出すことは比較的容易であった。ワークシート②においては，年表スタイル（現代からの

逆史年表）を採ったため各年代の状況を想起し空欄に語句を入れることも順調に進めることができた。

しかし時間的制約もあって十分な議論の場面を設けることができなかったことは，反省すべき事項で

あった。

以下に第２時限に取り扱った「ワークシート③」を示しつつ，質問事項「Ｂ 将来，日本が採るべ

き移民政策について，自己の意見を書きなさい」について生徒の意見の幾つかを示す。

【ワークシート③】このプリントは授業後に提出してもらいます。

Ａ 現在における共生社会の課題・問題点について自分の意見を書きなさい。

Ｂ 将来，日本が採るべき移民政策について，自己の意見を書きなさい。

Ｃ 「Ｂ」で記した政策を実行するにあたり，①個人のレベルで行えること，②政府・地方公

共団体で行えることがあれば，それぞれ記しなさい。

①

②

Ｄ 今回の一連の授業（ブラジル移民の歴史と未来の移民政策）についての感想を書きなさい。

【資料４】
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概して外国人労働者を積極的に受け入れるべきという肯定意見が多くを占めた。また質問事項「Ｃ」

においても，グローバル化の潮流を受けて「外国人への偏見をなくし，国際理解に努める」「日本語

教育の充実や法的に移民の地位を保証する」「移民に対する教育制度の整備や，経済的助成制度を充

実させる」など，日本人の意識改革を訴えるものや，受け入れる側としての日本の制度不備を懸念す

る声が多かった。残念なのは，現状への批判にとどまり具体的な方策を伴わない抽象的な（稚拙な）

政策内容が散見され，一歩踏み込んで，どうあるべきか（どうすべきか）という将来を内包した政策

としては不十分なものが目立った点である。また「人道的正義感」が漂う文章も多く，より踏み込ん

だ政策立案までは至らないのが実情であった。授業構成の不備やワークシートの工夫など，教材化に

際して多くの改善点を示唆しているように思われる。
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４ 授業実践Ⅱ（シティズンシップ教育における歴史学習の効用について）

先の「実践Ⅰ」の結果に基づいて，ここ実践Ⅱでは，現代社会の「共生社会の形成」における学習

計画に，外国人労働者問題の根底に潜む歴史的経緯についての授業を盛り込むことで，歴史学習の効

用と，歴史意識の重要性について検証することを目指す。具体的方法として，公民分野における現代

社会「共生社会の形成」の学習計画（本校普通科１年生）に，歴史的要素（ブラジル移民の歴史：私

論１での授業案の短縮スタイル）を挿入し，事前・事後の生徒へのアンケート結果から歴史学習の効

用（有効性）及び課題を導く。

(1) 授業計画

学 習 内 容 ねらい

第１時限 少子・高齢化社会をむかえて

「人口構成の変化」「高齢社会の到来」「少子化社 次時（共生社会・国際理解）への

会」などの小テーマを通して，現代社会が抱える諸 導入部として，現代日本が抱える

問題に対して，知識を深めつつ考察する。次時の導 問題点を，生徒に把握させる。ま

入として「国際理解アンケート（事前）」を行い， た検証のための事前アンケートを

時間内に収集する。 行う。

第２時限 国際化のなかの人間

（本時） ブラジルと日本との移民政策の歴史的経緯を，プ 現代社会の共生社会・国際理解教

レゼンテーションソフトを活用し説明する。前時の 育において，歴史的要素（ブラジ

授業内容を受けて，外国人労働者・移民問題・派遣 ル移民の歴史）を取り入れること

労働などの問題点の根底に，歴史的要素が潜んでい で，シティズンシップの育成にお

ることを知り，歴史的視野の重要性を理解できるよ ける歴史学習の効用を検証する。

う配慮しながら授業進行を図る。まとめとして「国

際理解アンケート（事後）」を行い，「事前アンケー

ト」との比較を通して，シティズンシップの育成に

おける歴史学習の効用を検証する。

(2) ねらいと予想

「国際理解アンケート（事前・事後）」の差異から，シティズンシップ意識の育成における歴史学

習の効用を検証する（次ページ参照。ページの都合上，抜粋したものを掲載）。今回，両アンケート

における「Ｑ３」「Ｑ４」「Ｑ７」「Ｑ９」を中心に考察を施す。特に「Ｑ３」「Ｑ７」については，

各回答順位についてそれぞれ「１位（３点）」「２位（２点）」「３位（１点）」と得点化し比較・検討

する。

異文化理解に必要な知識・情報について，事前アンケート（Ｑ３）と事後アンケート（Ｑ７）の結

果を比較した時，事後において歴史的要素の占める度合（点数）拡大すること，さらには，授業感想

（Ｑ９）の中で，歴史的視野の重要性について言及したものがみられることを期待したい。
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【資料５ 国際理解アンケート（事前）】

国際理解アンケート（事前）抜粋
Ｑ３ 国際化が進む中，異文化理解を行う際，必要となる知識・情報は何だと思いますか。以下

の項目ア～ソの中から，あなたの考える知識・情報を優先順に３つ選び記入欄に記号を記

しなさい。

ア）相手国の宗教 イ）相手国の言語 ウ）相手国の気候

エ）相手国の食文化 オ）相手国の生活習慣 カ）相手国の政治体制

キ）相手国のＧＤＰ ク）相手国の教育制度 ケ）相手国の主要輸出入品

コ）日本との貿易内容・関係 サ）相手国の人口・出生率

シ）日本の歴史 ス）相手国の歴史 セ）日本との歴史的関係

ソ）相手国人の気質（性格的特徴）

１位 ２位 ３位

Ｑ４ 異文化理解に際して，今，あなたに欠落している知識・情報は何だと思いますか。その

度合いが大きい順に「Ｑ３」の選択肢から３つ選び記入欄に記号を記しなさい。

１位 ２位 ３位

【資料６ 国際理解アンケート（事後）】

国際理解アンケート（事後）抜粋
Ｑ７ 国際化が進む中，異文化理解を行う際，必要となる知識・情報は何だと思いますか。以下

の項目ア～ソの中から，あなたの考える知識・情報を優先順に３つ選び記入欄に記号を記

しなさい。

ア）相手国の宗教 イ）相手国の言語 ウ）相手国の気候

エ）相手国の食文化 オ）相手国の生活習慣 カ）相手国の政治体制

キ）相手国のＧＤＰ ク）相手国の教育制度 ケ）相手国の主要輸出入品

コ）日本との貿易内容・関係 サ）相手国の人口・出生率

シ）日本の歴史 ス）相手国の歴史 セ）日本との歴史的関係

ソ）相手国人の気質（性格的特徴）

１位 ２位 ３位

Ｑ９ 今回の授業に対する感想を書きなさい。
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(3) 評価計画

評価の場面 能力 評価の観点 評価規準 評価方法

評価１ 【知識】 知識・理解 授業での理解を踏まえ，移民問 定期考査

公的・社会的な 題に関する他国との歴史的経緯

分野での活動に についての知識に定着がみられ

必要な知識 る。

評価２ 【意識】 関心・意欲・ 共生社会・国際理解において， アンケート

社会への参画に 態度 歴史的要素の重要性が理解さ

関する意識 れ，社会に対する視野に広がり

をもつことができる。

(4) 学習指導 （第２時限・「ブラジルについて考える～ブラジル移民の歴史～」）

学習内容 学習活動 指導上の留意点 評価の場面

日系ブラジル移 ・日本における外国人登 ・プレゼンテーションソフ

導 民 録者数の変化と，その トを活用し，資料を提示

入 国籍について考察する。 する（以下も随時使用す

・教師とのやりとりを通 る）。

15 して，ブラジルの実情 ・生徒の発言を通して，生

分 について知る。 徒個人の経験や体験を想

起させる。

ブラジル移民史 ・プレゼンテーションソ ・移民に際して，両国の経

フトを通して，ブラジ 済動向が大きくかかわっ

展 ルと日本の歴史的関係 ている点に留意する。

について学習する。 ・歴史的要素に深入りしな

いよう，留意する。

・日系ブラジル移民の増 ・共生社会を目指した自治 評価１

開 大の契機に出入国管理 体や民間での努力を示す

法改正（1990）がある とともに，「派遣切り」

ことを理解し，移民問 や生活トラブル・事件な

題の根底に両国の経済 ど，多くの課題が横たわ

動向と歴史的要因が強 っている現実に目を向け

35 く作用していたことを られようにする。

分 知る。

ま ・アンケートに回答する。・回答する時間が，十分に 評価２

と とれるよう配慮する。

め

15

分
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(5) アンケートの考察 【表１ アンケート集計】

アンケート集計比較 事前 Ｑ３ 事後 Ｑ７ 増減

ア 相手国の宗教 １４人（３０点） １３人（２９点） ▼１点

イ 相手国の言語 ２５人（６８点） ２８人（６９点） △１点

ウ 相手国の気候 ６人（１０点） ３人（ ３点） ▼７点

エ 相手国の食文化 ９人（１３点） １０人（１９点） △６点

オ 相手国の生活習慣 ２５人（５２点） ２９人（５７点） △５点

カ 相手国の政治体制 ３人（ ４点） ２人（ ３点） ▼１点

キ 相手国のＧＤＰ １人（ １点） △１点

ク 相手国の教育制度 ２人（ ２点） ▼２点

ケ 相手国の主要輸出入品 ２人（ ４点） △４点

コ 日本との貿易内容・関係 ５人（ ９点） ３人（ ３点） ▼６点

サ 相手国の人口・出生率

シ 日本の歴史

ス 相手国の歴史 ４人（ ５点） ９人（１４点） △９点

セ 日本との歴史的関係 ５人（ ９点） ７人（１５点） △６点

ソ 相手国人の気質（性格的特徴） ２１人（３９点） １６人（３３点） ▼６点

【グラフ１ 事前・事後の比較①】 【グラフ２ 事前・事後の比較②】

「Ｑ３」では，予想通り歴史的要因（シ・ス・セ）については，他項目に比して優先順位は決して

高いものではなく，三つの合計でも９人（14 点）に留まった。それに比して，「イ 相手国の言語」

「オ 相手国の生活習慣」は大変高い数値を示した。生徒にとって，両選択肢ともにコミュニケーシ

ョンをするにあたり必要な知識・情報として想定しやすいものであろう。実際の公民分野の教科書類

を眺める限り，歴史的アプローチに言及する部分は皆無である。やはり公民分野では，過去に甦って

「現在」を追究することは非常に少ない。

次にＱ３とＱ７との差異について考察する。Ｑ３で高い数値を示した「イ 相手国の言語」「オ

相手国の生活習慣」などの項目は，上記の「グラフ１」に示すとおりＱ７においても高い数値を示す

ものの，大きな変化は見られなかった。それに対して，「ス 相手国の歴史」「セ 日本との歴史的

関係」などの歴史的要因が示す数値は，「グラフ２」が示すように９人（14 点）から 16 人（29 点）
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に大幅に上昇した。このように現在もしくは未来を考察するために，今につながる「経緯」＝「歴史」

を知ること，思いを巡らすことは重要な要素であることは間違いない。事前アンケート「Ｑ４（異文

化理解に際して，今，あなたに欠落している知識・情報は何だと思いますか）」では，18 人もの生徒

が歴史的知識の必要性を回答していることからも，そのことが傍証されよう。

冒頭に述べたように『歴史知識が，「現在につながっているもの」「現状及び未来を考える重要な

材料」として位置付けられる「生きた知識」となることが，シティズンシップ教育における歴史学習

の重要な役割である』という命題は，今回の試みの中で検証がなされたものと考える。そして「歴史

知識」の必要性を感じさせることで，生徒の広い視野を形成し，シティズンシップ育成に必要な「意

識」を涵養することにつながるはずである。以下に「Ｑ９（今回の授業に対する感想を書きなさい）」

についての回答例を示す。実生活の中や新聞テレビなどの報道などにより，多くのブラジル人移民の

存在について「知識」として知っているものの，「なぜブラジルからの移民が多いのか」「ブラジル

と日本との歴史的関係はあるのか」といった，深く踏み込んで考える姿勢は皆無であったようだ。今

回の実践が，歴史的に物事をとらえようとする契機になったと予感させる感想が多く寄せられたこと

は，大いに評価できるであろう。

【資料７ Ｑ９の回答例】
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５ 課題と展望

今回の研究にあたり，「シティズンシップ教育と歴史学習の可能性」という課題を設定し，２つの

実践を行った。

「授業実践Ⅰ」では，在住外国人問題の根底に潜む歴史的経緯を取り上げながら，テーマ学習の手

法を活用した教材化について取り組んだ。そして，「現在・過去・未来」の時間軸を据えた構成を図

りつつ，今日の日系外国人社会に対する理解を深めながら，将来目指すべき共生社会と移民政策につ

いて，生徒自身が考察・立案することを目指した。

また「授業実践Ⅱ」では，現代社会の共生社会の形成における学習計画に外国人労働者問題の根底

に潜む歴史的経緯についての授業を盛り込み，事前・事後の生徒へのアンケート結果から歴史学習の

効用と歴史意識の重要性について検証した。授業構成や評価の在り方など多くの課題が残るものの，

【資料８ 朝日新聞社許諾済み 2009/12/15】 個々の実践の成果は歴史

学習の重要性を十分に示

すものであった。

つまりシティズンシッ

プ育成には，「過去」を踏

まえ，「今」を直視し「未

来」を見通すプロセスが

重要であり，歴史学習は

この「過去」を獲得する

ために不可欠な構成要素

であることを，今回の２

つの実践を通して示すこ

とができたと考える。

左記の新聞記事は 2009

年 12 月 15 日付の朝日新聞

である。この記事に限ら

ず，最近の新聞やテレビ

報道では，昨年の秋の世

界同時不況以降，派遣切

りなど厳しい労働環境に

追いやられた日系ブラジ

ル人の多くが，帰国する

ことなく日本に留まり，

日本への定住を真剣に模

索する動きが報じられる

ことが多い。奇しくも世

界同時不況の大波は，日

本人と日系人との関係を，

一過性のものでない，よ
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り緊密なものにすることとなった。日系人を「一時的な出稼ぎ労働者」としてではなく，まさに「共

生すべき隣人」として接する状況が発生したことを物語っている。

今まさに，「過去」を踏まえ「今」を直視し「未来」を見通す能力が必要不可欠な時期となったと

いえよう。多様かつ複雑な動きを示す現代社会にあって，シティズンシップの育成，ひいては歴史学

習の重要性が増していると言わざるを得ないであろう。
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